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要　旨
本栖湖の水生植物の種組成と分布について明らかにすることを目的に湖内に 4 ～ 12 定点を設定し、2013 年
（6 ～ 12 月）と 2014 年（3 ～ 12 月）には毎月、2015 年には 9 月に採集器と徒手により、2013 年 11 月と
2014 年 9 月には潜水による徒手を加えて水草・大型藻類の採集を行った。また、本栖湖の光環境を詳らかに
することを目的に湖内の 1 定点で 2013 年 1 月～ 2016 年 4 月まで毎月、セッキー透明度、表層水の濁度、水




一種の計 11 種を本栖湖の新産種として確認できた。さらに、南岸西部の 1 定点で 1 辺 50cm の方形枠を用い
た水深別の現存量調査を実施したところ、総現存量は水深 2.5m で最大の 21.8g d.w./m2、次いで水深 5m で
11.9g d.w./m2、水深 7.5m で 10.8g d.w./m2 であったが、現存量が最大となる水深が 2.5m でない種も認めら
れた。また、水草と大型藻を併せた出現種数は水深が深いほど増加していた。調査期間中の透明度は 10.0 ～
24.5m で平均 15.4m、濁度は 0.02 ～ 0.69NTU で平均 0.31NTU、消散係数は 0.127 ～ 0.198 で平均 0.154 であっ
た。また、3 年間（2013 年 1 月～ 2015 年 12 月）の相対光量の平均値は水深 1m で 52.3％、5m で 29.6％、
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年 9 月には国の名勝に指定され（文化庁 2016a）、



























平均水深 67.9m、透明度 11.2m の貧栄養湖である
（環境庁自然保護局 1993）。本栖湖の東側以外は急






1969 年 8 月 と 1970 年 7 月（ 延 原 ほ か 1971）、
2005 年 7、10 月（富士北麓生態系調査会 2007）、
大型藻類の調査が 2005 年 7、12 月（富士北麓生
態系調査会 2007）に行われており、著者らのフジ
マリモ調査（芹澤（松山）ほか 2015）を加えると
水草 4 種（セキショウモ Vallisneria asiatica、クロモ
Hydrilla verticillata、コカナダモ Elodea nuttallii、エ
ビモ Potamogeton crispus）、大型藻 6 種（カタシャジ
クモ Chara globlaris、フジマリモ Aegagropila linnaei 
var. yamanakaensis、 ヒ ザ オ リ 属 の 一 種 Mougeotia  
sp.、カエトフォラ属の一種 Chaetophora sp.、ブル


















で 2013 年 1 月～ 2016 年 4 月まで概ね毎月 1 回行っ
た。調査日は 2013 年 1 月 30 日、2 月 22 日、3 月
12 日、4 月 18 日、5 月 9 日、6 月 18 日、7 月 16
日、8 月 2 日、9 月 12 日、10 月 28 日、11 月 16
日、12 月 9 日、2014 年 1 月 14 日、3 月 25 日、4
月 24 日、5 月 22 日、6 月 19 日、7 月 14 日、8 月
7 日、9 月 2 日、10 月 7 日、11 月 5 日、12 月 3 日、
2015 年 1 月 13 日、3 月 14 日、4 月 25 日、5 月
22 日、6 月 23 日、7 月 15 日、8 月 27 日、9 月 14 日、
9 月 20 日、10 月 27 日、11 月 21 日、12 月 16 日、
2016 年 1 月 14 日、2 月 23 日、3 月 30 日、4 月
27 日である。なお、2014 年と 2015 年の 2 月につ
いては降雪等のために調査を実施できなかった。ま
た、光環境の調査は 2015 年 9 月 14 日を除いた各
月に、採集調査は 2013 年 6 ～ 12 月と 2014 年 3
～ 12 月の毎月と 2015 年の 9 月 14 日に行った。
　水草・大型藻類の採集は 2013 年 6 ～ 12 月と
2014 年 3 月には湖南岸と西岸にそれぞれ 2 定点ず
つの計 4 定点で胴付き長靴を着用して岸からの徒手
と 15m ロープを付けた自作の採集器を湖内に投げ
入れて湖底を引き摺る方法で行い、2014 年 4 ～ 12
月には湖北岸に 3 定点と東岸に 2 定点を追加した計
9 定点で、2015 年 9 月にはさらに南岸、西岸、東






らも徒手により行った（図 1）。また、2013 年 11
月および 2014 年 9 月には潜水による徒手採集を











真の撮影を行った。2014 年 9 月の潜水調査では水
草・大型藻類が湖内で最も繁茂していた南岸西部の





　光環境の測定は東岸南部の沖、水深約 25m に 1
定点を設定し（図 1）、船上からセッキー板を用い
た透明度（2015 年 6 月以降は風波の影響を削減す
るために箱メガネを使用）と濁度計（EUTECH 社
製 TN-100）を用いた表層水の濁度の測定を行うと
ともに、光量子計（Li-Cor 社製ライトメーター LI- 
250 と水中光量子センサー LI-192SA）2 組を用い
て水面上と同時に水深 0.1m および水深 1m より
1m 毎に水深 20m までの光量子束密度の測定を行っ
た。また、水中光量を水面上の光量で除して 100 を
乗じた水深別の相対光量を求め、水深－相対光量曲
線を指数回帰（Id = I0 exp-kd）することで消散係数 k
を算出した。なお、光が空気中から水中に入射する
際には水面で約 7% が反射されることが報告されて
いるため（Campbell & Aarup 1989）、本研究では
















おいて水草 9 種、大型藻 9 種（うち車軸藻類 3 種）
の合計 18 種が確認された（図 2-1、2-2）。出現定点
数とその出現頻度は水草ではセキショウモが 12 定
点と 100％、クロモが 11 定点と 92％、エビモとセ
ンニンモの交雑種 P. crispus × P. maackianus が 9 定
点と 75％、センニンモ P. maackianus とエビモが 8
定点と 67％、ホザキノフサモ Myriophyllum spicatum
と コ カ ナ ダ モ が 5 定 点 と 42 ％、 ヒ メ ホ タ ル イ
Schoenoplectus lineolatus とオオカナダモ Egeria densa
が 1 定点と 8％、大型藻ではシャジクモ C. braunii
とヒメフラスコモ Nitella flexilis が 6 定点と 50％、
カタシャジクモが 2 定点と 17％、ホシミドロ属の
一種 Zygnema sp.、クレブソルミディウム属の一種 
Klebsormidium sp.、アオミドロ属の一種 Spirogyra  
sp.、ヒビミドロ属の一種 Ulothrix sp.、フジマリモ、
ブルボケーテ属の一種がそれぞれ 1 定点と 8％で
図 1　本栖湖における調査定点 . 白丸：2013 年 6 ～ 12 月
と 2014 年 3 ～ 12 月 と 2015 年 9 月 の 採 集 定 点， 灰 色
丸：2014 年 4 ～ 12 月と 2015 年 9 月の採集定点，黒丸：
2015 年 9 月のみの採集定点，星印 :2013 年 1 月～ 2016
年 4 月の光環境の測定定点．
14
中村誠司 ・上嶋崇嗣・佐野英樹 ・田口由美・渡邊広樹・芹澤（松山）和世 ・芹澤如比古
あった。出現種数が最も多かった定点は St.6 の 14
種（水草 8 種、大型藻 6 種）、次いで St.3 の 12 種
（水草 8 種、大型藻 4 種）、St.10 の 10 種（水草 7 種、
大型藻3種）であった。一方、出現種数が最も少なかっ
た定点は St.2 の水草 1 種、次いで St.4 と St.11 の水







　2014 年 3 月以降の 11 回の調査での種別の定点
別確認頻度（その定点での確認回数 / 調査回数）を





ジクモが 1 定点であった。また、St.3 では確認頻度
が 60％以上の種が 6 種と多く、次いで St.10 と St.9









2.5m が 21.8g d.w./m2 と最大であり、水深 5m が







モは水深 2.5 ～ 7.5m で確認され、水深に伴って減
衰したものの全ての水深帯で高い現存量（2.5m：
10.1g d.w./m2、5m：7.0g d.w./m2、7.5m：4.4g d.w./
m2）を示した。クロモは水深 2.5 ～ 5.0m で確認され、
2.5m では 8.9g d.w./m2 であった。ヒメホタルイは
2.5m のみで確認され、現存量は 2.8g d.w./m2 であっ
た。エビモとセンニンモの交雑種、カタシャジクモ、
センニンモは水深 5 ～ 7.5m で確認され、水深 5m
でのエビモとセンニンモの交雑種、カタシャジクモ
の現存量はそれぞれ 3.1g d.w./m2 と 1.3g d.w./m2
であり、水深 7.5m でのセンニンモの現存量は 5.1g 
d.w./m2 であった。ヒメフラスコモとシャジクモは






確認された種数は水深 2.5m では 3 種、水深 5m で
は 4 種、水深 7.5m では最大の 6 種であった。
　なお、山梨県（2016a）のデータを参照して解析
した結果、現存量調査日（2013 年 11 月 16 日）の
水位は +0.15m（量水標 0m の標高 899.233m）で
あった（図 5）。また、調査期間中の本栖湖の水位は
－ 1.13m（2013 年 9 月 3 日）～ +1.02m（2014 年
10 月 23 日）で変化し、水位変動幅は 2.15m、平均




変化を図 6 に示す。透明度は 10.0（2014 年 7 月）～














年 1 月～ 2015 年 12 月までの 3 年間の平均相対光
量－水深曲線を図 7 に示す。調査期間中の相対光量
の最小値は 2016 年 1 月に、最大値は 2013 年 8 月
に測定された水深が多かった。また、調査期間中及
び 3 年間の相対光量の平均値は水深 1m で 51.9％と
52.3％、5m で 29.3％と 29.6％、10m で 16.9％と
17.2％、15m で 9.9％と 10.0％、水深 20m で 5.8％
15
富士北麓、本栖湖の水草・大型藻類と光環境
と 5.9％であった。相対光量は水深 4m で水深 0.1m
の半分程度にまで減衰し、水深 20m まで水深に伴っ
て緩やかに減衰した。センニンモの生育が確認され
た水深 9m の相対光量は 11.0 ～ 25.4％，フジマリ




原ほか（1971）が 3 定点の水深 2 ～ 12m で 3 種を、
富士北麓生態系調査会（2007）が 5 ～ 11定 点の水
深 0.5 ～ 3m で 8 種を確認しており、それらの生育
量はいずれもわずかであったことが報告されている
（表 1）。本研究では 12 定点で、定点によっては水
深 22m まで調査を行い、これまでの調査で最大の






































定点数 / 総定点数× 100）．
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図 2-1 本栖湖で採集された水草． a, セキショウモ Vallisneria asiatica ;  b, クロモ Hydrilla verticillata ;  c, エビモとセンニンモの
交雑種 P. crispus × P. maackianus ;  d, センニンモ Potamogeton maackianus ;  e, エビモ Potamogeton crispus ;  f,  ホザキノフサモ 











図 2-2　本栖湖で採集された大型藻． a-c, シャジクモ Chara braunii （a 外観，b 輪生枝と苞，c 輪生枝基部と托葉冠）; d, ヒメフ
ラスコモ Nitella flexilis ;  e-h, カタシャジクモ Chara globularis （e 外観，f 皮層に覆われた主軸，g 最終枝，h 輪生枝基部）;  i, 
ホシミドロ属の一種 Zygnema sp. ;  j, クレブソルミディウム属の一種 Klebsormidium sp.;  k, アオミドロ属の一種 Spirogyra sp.;  l, 
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図 3　本栖湖における水草・大型藻類の確認定点と定点別確認頻度（確認回数 / 調査回数）．●：0.1％以上 20％未満，●：20％以
上 60％未満，●：60％以上，〇：2015 年 9 月のみ，◎：2013 年 11 月の潜水調査のみ．








































岸のママの森地先では水深 3m で約 40g d.w./m2（芹
澤（松山）ほか 2009）、北岸の長池親水公園地先で
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が 5.7m、1.11NTU、0.330（2011 年 2 月 ～ 2012
年 1 月）と 2.4m、2.23NTU、0.716（2012 年 4 月
～ 2013 年 3 月）であることが報告されており（芹
澤ほか 2016b）、これらの湖の中で最も面積が大き
く、水深が深い本栖湖の光環境（調査期間中の平均
透明度 15.4m、濁度 0.31NTU、消散係数 0.154）
は際立って良好であることがわかった。また、本研
究は富士五湖の中で最も水質環境が良好である本栖


























C a m p b e l l  J .  W .  &  A a r u p  T .  ( 1 9 8 9 ) 
Photosynthetically available radiation at high 
latitudes. Limnol. Oceanogr. 34:1490-1499
表 2　本栖湖の東岸南部沖における水深別の相対光量の最小・
最大値およびその測定月と，平均値．













図 7　本栖湖における水深別相対光量の 2013 年 1 月～
2015 年 12 月の平均値（2014 年と 2015 年の 2 月は欠測，
n=34）．
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